　　　　　　　性問題緊急対応チームについて　　　　　　　　　　
性問題が起きた際、担当者＋担当者以外の職員が数名加わり緊急対応チームを立ち上げる。
①緊急性が高いため、管理職がいなくても報告を行い(園長→課長→主任)、このチームは即座に立ちあげられる。また、緊急性が高いと思われない問題でも、必要があると判断した場合、園長・管理職によってチームの立ち上げを行う。
②担当者は当日中に、園長・職員へ問題の共有とチームのメンバーの決定を伝える。

③担当者がいない場合は、まず担当者へ連絡し、園長→課長→主任への報告を行い、チームの立ち上げを行ってもらう。
　　④対応チームとなる職員は、職種を選ばず、加害・被害児童が話をしやすいと思われる職員または担当者が相談しやすい職員を選ぶ。
⑤被害の内容によっては看護師がチームに入る。

⑥複数児童がかかわる事故(園内事故など)の場合は、必ず課長か主任がチームに入り、担当者間の調整を行う。
　　　　　　　　　　　　↓
被害児・加害児と事実確認
1 事実を聞く職員は、緊急対応チームの中の一人。加害児童に関してはできれば二人体制で聞き取りを行う。被害児童に関しても同様であるが、児童によっては一人で聞き取りを行う。被害児童への聞き取りは必ず同性職員がおこなうこと。
2 担当者以外であれば、担当者はこの問題の事実を確認する役割でなく、加害・被害児童のフォロー・他職員への報告・家族・関係機関との連絡の役割を行う。
3 担当者が事実確認する場合、またそれ以外の場合でも、チーム職員は担当者のフォローを行う。
　　　　　　　　　　　　↓
事実の確認ができたら、園長はじめ全職員への説明を行う。（担当者）
　　　　　　　　　　　　↓
今後の対応について対応チームで検討。
　　　　　　　　　　　　↓
園長・全職員と対応検討、対応を決定する。

1 居室変更の必要については素早く決断し、移動をおこなう。
　　　　　　　　　　　　↓
検討結果を受けて具体的な動きを開始。
1 措置変更・一時保護・家族対応等・・・担当者が中心に。
2 園内でのプログラム・・・緊急対応チーム＋全職員もしくは担当者　　　
　　　　　　　　　　↓
ある程度の結果が得られたところ、措置変更等で緊急対応チームは解散する。
（判断は担当者が行い、園長が決定する。）
